
は
じ
め
に

　
「
国
の
財
政
に
比
べ
る
と
地
方
の
財
政
状
況
は
ま

だ
ま
し
だ
。
」
「
い
や
最
近
は
地
方
財
政
の
借
金
も

膨
ら
ん
で
い
る
。
」
こ
れ
ら
は
、
国
家
財
政
巧
地
方

財
政
と
い
う
よ
う
に
、
地
方
財
政
問
題
を
マ
ク
ロ
の

視
点
で
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
人
口
六
十
万
人
強
の
鳥
取
県
か
ら

一
千
万
人
を
超
え
る
東
京
都
、
そ
し
て
人
口
百
九
十

三
人
（
一
九
九
二
年
三
月
末
）
に
す
ぎ
な
い
東
京
都

青
ヶ
島
村
か
ら
三
百
万
人
を
超
え
る
横
浜
市
と
い
っ

た
よ
う
に
、
四
十
七
都
道
府
県
、
三
千
二
百
三
十
六

市
町
村
に
は
、
人
口
、
面
積
、
産
業
活
動
規
模
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
が
あ
り
、
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
地
方
団
体
が
抱
え
る
課
題
も
質
・
量

の
両
面
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
地
方
財
政
問
題

の
解
決
が
困
難
な
理
由
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
ミ
ク

ロ
の
視
点
で
地
方
財
政
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　
一
九
九
二
年
度
に
国
民
が
納
め
た
税
金
は
、
国
税

五
十
七
兆
四
千
億
円
、
地
方
税
三
十
四
兆
五
千
六
百

億
円
、
総
額
で
九
十
二
兆
円
に
上
る
。
一
方
、
国
民

の
利
益
と
な
る
財
政
支
出
は
国
と
地
方
の
純
計
で
百

三
十
四
兆
八
千
億
円
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
財
政
収

支
を
マ
ク
ロ
で
見
る
か
ぎ
り
、
公
債
等
に
よ
っ
て
財

源
が
賄
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
た
め
に
、
国
民
の
財
政

勘
定
は
受
益
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
地
方
を
ミ
ク
ロ
で
と
ら
え
る
と
、
各
地
域

の
住
民
の
財
政
勘
定
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
と
い
う

保
証
は
な
い
。
わ
が
国
の
財
政
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
の

特
徴
は
、
国
と
地
方
を
つ
な
ぐ
太
い
パ
イ
プ
を
通
じ

て
国
か
ら
地
方
へ
流
れ
る
巨
額
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
に
よ
っ
て
、
地
方
が
か
ろ
う
じ
て
そ
の
仕
事
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

ー
は
ミ
ク
ロ
で
と
ら
え
た
地
方
の
個
別
事
情
を
斟
酌

し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地

域
毎
の
財
政
勘
定
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
も
の
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
国
が
直
接
に
実
施
す
る
事

業
に
つ
い
て
も
、
国
土
政
策
上
の
配
慮
か
ら
、
全
地

域
で
均
等
に
実
施
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
一
方
、
税
制
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が
国
の
地
方
財

政
制
度
は
画
一
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
行
財
政
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
人
や
物
の
行

政
区
域
を
越
え
た
移
動
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
大
都

市
圏
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
定
住
人
口

を
想
定
し
た
制
度
の
限
界
が
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
国
と
地
方
の
財
政
を
地
域
と
い
う
ミ
ク

ロ
の
視
点
か
ら
と
ら
え
、
大
都
市
が
抱
え
る
課
題
を

数
量
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず

第
一
に
、
国
の
財
政
活
動
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
を
、

国
税
の
負
担
と
国
の
財
政
支
出
に
よ
る
受
益
に
着
目

し
、
大
都
市
と
一
般
市
町
村
と
の
相
違
を
明
ら
か
に

す
る
。
第
二
に
、
地
方
財
源
の
需
要
と
供
給
と
い
う

観
点
か
ら
、
現
行
の
大
都
市
制
度
が
持
つ
問
題
点
を

検
討
す
る
。

２

国
の
財
政
活
動
に
よ
る
受
益
と
負
担
の

計
測
方
法

①
―
地
域
別
負
担
の
計
測

　
基
本
的
に
は
、
国
の
財
政
活
動
に
よ
る
受
益
と
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
負
担
を
地
域
別
に
集
計
し
、
受

益
と
負
担
の
関
係
を
地
域
所
得
と
の
相
対
比
で
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

受
益
・
負
担
は
一
次
的
・
短
期
的
な
も
の
で
あ
り
、

国
の
財
政
活
動
に
よ
っ
て
、
産
業
立
地
や
住
宅
立
地

が
誘
発
さ
れ
る
と
い
っ
た
二
次
的
・
長
期
的
な
も
の

は
考
慮
の
外
に
置
い
て
い
る
。

　
税
金
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の
よ
う
に
企
業
が
納

税
義
務
者
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
最
終
的
に
は
個
人

が
負
担
す
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
税
務

署
ペ
ー
ス
の
税
収
を
地
域
別
に
集
計
す
る
の
で
は
な

く
、
実
際
に
地
域
の
住
民
が
負
担
し
た
税
額
を
推
計

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
税
額
を

一
次
的
に
家
計
が
負
担
す
る
部
分
と
、
営
業
用
自
動

車
に
係
る
税
の
よ
う
に
、
企
業
が
一
次
的
に
負
担
す

１
―
は
じ
め
に

２
―
国
の
財
政
活
動
に
よ
る
受
益
と
負
担
の

　
　
計
測
方
法

３
―
国
の
財
政
活
動
の
負
担
と
受
益

４
―
地
方
税
制
度
の
問
題
点

５
―
ま
と
め
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る
部
分
と
に
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
区

分
は
、
『
産
業
連
関
表
』
（
総
務
庁
）
に
示
さ
れ
て
い

る
中
間
需
要
と
最
終
需
要
の
内
訳
を
用
い
て
行
っ
た
。

　
家
計
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
税
目
毎
に
帰
着
仮
説

を
設
定
し
、
酒
、
た
ば
こ
、
ガ
ソ
リ
ン
と
い
っ
た
課

税
対
象
物
品
に
対
す
る
消
費
支
出
額
や
所
得
額
な
ど
、

帰
着
仮
説
を
適
切
に
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
配
賦
基

準
の
地
域
別
分
布
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
額

を
地
域
間
に
配
分
し
た
。

　
一
次
的
に
企
業
が
負
担
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
製
品
価
格
に
転
嫁
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
地

域
別
帰
着
は
明
確
で
な
い
た
め
、
家
計
の
消
費
支
出

額
の
地
域
分
布
に
応
じ
て
税
額
を
地
域
間
に
配
分
し

た
。
　
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
利
潤
で
負
担
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
現
時
点
で
帰
着
に
関
す

る
確
た
る
答
が
実
証
的
に
も
理
論
的
に
も
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
二
分
の
一
を
株
主
が
、
二
分
の

一
を
消
費
者
が
負
担
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
を
想
定
し

て
地
域
間
に
税
額
を
配
分
し
た
。
税
目
毎
の
配
賦
基

準
は
表
‐
１
に
示
さ
れ
て
い
る
。

②
－
地
域
別
受
益
の
計
測

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
便
益
を
数
量
化
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。
本
分
析
で
は
、
財
政
支
出
額
イ

コ
ー
ル
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
便
益
と
み
な
し
た
が
、
ネ
ッ

ト
の
受
益
（
負
担
）
を
計
測
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

方
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
国
の
財
政
支
出
は
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
に
対
す
る
補
助
金
（
国
庫
支
出
金
）
、
国
の
直

接
支
出
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
交
付
団
体
の
一
般
財
源
と
な

る
こ
と
か
ら
、
交
付
額
を
も
っ
て
地
域
の
受
益
と
考

表－１　国税の地域間配賦基準え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て
も
、

地
方
へ
の
交
付
額
を
も
っ
て
受
益
と
す
る
。

　
問
題
は
国
の
直
接
支
出
で
あ
る
。
か
り
に
国
の
事

業
が
あ
る
地
域
で
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
便
益

が
当
該
地
域
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ

の
問
題
は
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
も
発
生
す
る
。
国

庫
支
出
金
は
も
と
も
と
、
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
便

益
が
他
の
行
政
区
域
に
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
す
る
こ

と
を
根
拠
に
交
付
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
便

益
の
地
域
的
広
が
り
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
実
問
題
と
し
て
、
国
の
財
政
支

出
に
よ
る
受
益
の
地
域
的
広
が
り
の
程
度
を
特
定
化

す
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、

受
益
の
地
域
分
布
の
計
測
は
、
財
政
支
出
が
直
接
ど

の
地
域
に
対
し
て
行
わ
れ
た
か
を
対
象
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
国
の
財
政
支
出
の
う
ち
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
地
方
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
『
地
方
財
政
統
計

年
報
』
（
自
治
省
）
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の

合
計
を
地
域
別
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
が
直
接
支
出
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
方
法

に
よ
っ
て
計
測
を
行
っ
た
。

ａ
　
国
の
目
的
別
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
出

純
計
額
を
、
直
接
に
国
が
支
出
し
た
部
分
と
、
補
助

金
と
し
て
地
方
に
交
付
し
た
部
分
に
区
分
す
る
。
こ

の
作
業
は
『
地
方
財
政
白
書
』
（
自
治
省
）
の
「
国
・

地
方
の
目
的
別
歳
出
の
状
況
」
か
ら
可
能
で
あ
る
。

ｂ
　
国
の
目
的
別
直
接
支
出
額
を
、
外
交
や
防
衛
費

の
よ
う
に
、
便
益
の
帰
着
か
ら
国
家
的
公
共
財
と
考

え
ら
れ
、
地
域
配
分
が
適
当
で
な
い
も
の
と
、
教
育

費
の
よ
う
に
便
益
の
帰
着
先
が
比
較
的
明
確
で
、
地

域
間
配
分
を
行
う
こ
と
が
適
当
な
も
の
と
に
区
分
す

る
。
ｃ
　
地
域
配
分
が
適
当
で
な
い
も
の
は
都
道
府
県
間

特
集
・
大
都
市
と
地
方
分
権
④
大
都
市
の
財
政
構
造
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に
世
帯
数
に
応
じ
て
配
賦
し
、
地
域
間
配
分
を
行
う

こ
と
が
適
当
な
も
の
は
適
当
な
配
賦
基
準
を
用
い
て

都
道
府
県
間
に
配
分
す
る
。
表
―
２
は
、
国
の
直
接

支
出
に
よ
る
受
益
の
地
域
間
の
配
賦
基
準
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
法
で
国
の
財
政
活
動
に
よ
る
受

益
と
負
担
を
府
県
別
に
計
測
し
、
そ
こ
か
ら
大
都
市

の
受
益
と
負
担
を
控
除
し
た
額
を
一
般
市
町
村
分
と

考
え
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
府
県
に
対
し
て
支

出
さ
れ
た
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
大
都
市
地
域
と
一
般
市

町
村
地
域
と
で
ど
の
よ
う
に
支
出
さ
れ
た
か
を
計
測

す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
人
口
数

に
応
じ
て
両
地
域
に
配
分
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
の
財
政
活
動
の
負
担
と
受
益

　
国
の
財
政
活
動
に
よ
る
各
地
域
の
負
担
と
受
益
を

域
内
総
生
産
に
対
す
る
比
率
で
比
較
し
た
も
の
が

図
―
１
で
あ
る
。
図
の
左
半
分
は
大
都
市
所
在
府
県

の
一
般
市
町
村
の
負
担
率
と
受
益
率
を
、
右
半
分
は

大
都
市
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
一
般
市
町
村
の
場
合
、
負
担
率
は
大
阪
府
と
京
都

府
で
高
く
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
お
お
む
ね
一
六
％

前
後
の
水
準
で
あ
る
が
、
受
益
率
に
つ
い
て
は
地
域

に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
北
海
道
は
負
担

率
が
一
六
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
受
益
率
は

三
一
・
二
％
と
、
大
幅
な
受
益
超
過
で
あ
り
、
福
岡

県
内
の
市
町
村
も
負
担
率
一
六
・
六
％
に
対
し
て
受

益
率
が
二
一
・
三
％
と
受
益
が
負
担
を
上
回
っ
て
い

る
。
京
都
府
と
広
島
県
内
の
市
町
村
は
、
負
担
と
受

益
が
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
が
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大

阪
、
兵
庫
の
各
府
県
は
負
担
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
都
市
に
つ
い
て

は
、
札
幌
が
受
益
超

過
に
な
っ
て
い
る
以

外
は
、
負
担
が
受
益

を
上
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
広
島
、

北
九
州
、
福
岡
と
い

う
西
日
本
の
大
都
市

は
、
負
担
率
と
受
益

率
は
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル

で
あ
り
、
し
か
も
そ

の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
川
崎
、
横
浜
、
表－２　国直接支出の地域間配賦基準

名
古
屋
は
負
担
率
が
受
益
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
大
幅
な
負
担
超
過
で
あ
る
。

　
大
阪
市
や
名
古
屋
市
の
税
負
担
率
が
低
く
出
て
い

る
の
は
、
負
担
を
す
べ
て
個
人
に
帰
着
す
る
と
考
え

た
こ
と
と
、
経
済
活
動
の
総
量
に
比
べ
て
居
住
す
る

人
口
が
少
な
い
と
い
う
、
業
務
特
化
し
た
都
市
の
性

格
に
原
因
が
あ
る
。
逆
に
そ
れ
以
外
の
大
都
市
の
負

担
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
経
済
活
動
の
総
量

と
の
比
較
に
お
い
て
居
住
人
口
が
多
い
と
い
う
、
住

宅
都
市
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
に

原
因
が
あ
る
。

　
負
担
率
が
高
い
都
市
に
お
い
て
、
受
益
率
が
同
時

に
高
く
な
っ
て
い
る
な
ら
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
横

浜
、
川
崎
の
両
大
都
市
は
、
図
―
２
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
国
庫
支
出
金
と
地
方
交
付
税
の
受
益
率
が

大
阪
市
、
名
古
屋
市
並
に
低
い
た
め
に
、
負
担
と
受

益
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
目
だ
つ
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
、

図－1･国税負担率と国支出受益率
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大
都
市
と
い
っ
て
も
業
務
特
化
の
程
度
や
所
得
水
準

等
の
相
違
か
ら
、
国
の
財
政
活
動
に
よ
る
受
益
と
負

担
関
係
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
一
般
市
町
村
に
つ
い
て
も
神
奈
川
、
愛

知
、
大
阪
、
兵
庫
で
負
担
が
受
益
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
と
く
に
受
益
に
関
し
て
は
一
般
市
町
村

と
い
う
性
格
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
域
的
な
事
情
に
左

右
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
別
に
国

の
財
政
活
動
（
都
道
府
県
十
市
町
村
分
）
の
負
担
と

受
益
を
計
測
し
た
結
果
を
図
－
３
に
示
し
た
。
負
担

率
の
変
動
係
数
（
標
準
偏
差
／
平
均
）
は
〇
・
一
二

四
で
あ
り
、
都
道
府
県
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は

見
ら
れ
な
い
が
、
受
益
率
に
つ
い
て
は
〇
・
三
九
九

と
、
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。

　
そ
し
て
受
益
率
は
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
・

干
葉
・
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
滋
賀
・
大

阪
・
兵
庫
と
い
っ
た
三
大
都
市
圏
で
と
く
に
低
く
表

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
低
い
受
益
率
は
、
地
方
交
付

税
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
庫
支
出
金
、
直
接
支
出

の
受
益
率
が
低
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

地
域
間
の
格
差
縮
小
を
重
点
と
し
た
国
の
地
域
政
策

の
動
向
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
方
税
制
度
の
問
題
点

　
大
都
市
は
周
辺
都
市
の
住
民
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
と
く
に
、
大

都
市
都
心
部
の
業
務
特
化
が
進
み
、
住
民
が
行
政
区

域
を
越
え
て
住
宅
を
構
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

る
今
日
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
等
の
目
的
で
昼
間

に
流
入
し
て
く
る
人
々
に
対
し
て
も
、
大
都
市
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
大
阪
市
の
各
種
施
設
に
つ
い
て
、
利
用
者

総
数
の
う
ち
市
外
居
住
者
の
割
合
を
見
る
と
、
地
下

鉄
六
六
・
三
％
、
市
バ
ス
二
九
・
二
％
（
い
ず
れ
も

一
九
九
〇
年
）
、
美
術
館
、
博
物
館
等
の
社
会
施
設

六
〇
・
七
％
、
市
立
大
学
入
学
者
八
二
・
四
％
、
中

央
卸
売
り
市
場
の
搬
出
先
六
二
・
一
％
、
救
急
件
数

三
一
・
九
％
（
以
上
一
九
九
二
年
）
、
市
立
大
学
付

属
病
院
患
者
四
四
・
八
％
、
工
業
研
究
所
受
託
件
数

二
四
・
八
％
（
以
上
一
九
九
一
年
）
と
な
っ
て
い
る

（
大
阪
市
調
べ
）
。

　
大
都
市
域
外
か
ら
の
流
人
者
が
利
益
を
受
け
る
の

は
こ
う
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
い
。
下
水

道
、
ゴ
ミ
の
収
集
・
処
理
な
ど
に
も
昼
間
流
入
人
口

に
よ
る
需
要
に
対
応
し
た
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
で
、

図―２　国支出受益率の内訳

一
特
集
・
大
都
市
と
地
方
分
権
④
大
都
市
の
財
政
構
造

図一３　国税負担率と国支出受益率
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東
京
（
区
部
を
除
く
）
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
全
市
、

お
よ
び
県
庁
所
在
都
市
と
北
九
州
市
の
百
五
十
七
都

市
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
計
測
し
た
と
こ
ろ
、

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
昼
夜
間
人
口

比
率
が
高
く
、
中
心
都
市
と
し
て
の
性
格
が
強
い
都

市
ほ
ど
人
口
一
人
当
た
り
歳
出
額
が
高
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
都
市
の
行
政
需
要
が
昼
間
人
口
に
大
き
く

依
存
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
便
益
が
大
都
市
か
ら
周

辺
都
市
に
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。

　
ス
ピ
ル
・
オ
ー
バ
ー
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
が
利

用
者
負
担
に
よ
っ
て
完
全
に
賄
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に

多
く
の
公
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
市
外

か
ら
の
流
入
者
は
負
担
を
せ
ず
に
受
益
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
い
る
の
は
、
都
市
の
基
幹
税
目
で
あ
る
住
民

税
が
、
所
得
が
発
生
し
た
勤
務
地
に
帰
属
す
る
「
源

泉
地
主
義
」
（
s
o
u
r
c
e

p
r
i
n
c
i
p
l
e
）
で
は
な
く
、
住

民
票
を
提
出
し
て
い
る
自
治
体
に
帰
属
す
る
「
居
住

地
主
義
」
（
r
e
s
i
d
e
n
c
e

p
r
i
n
c
i
p
l
e
）
を
拠
り
所
に 課

税
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、

人
口
の
行
政
区
域
を
越
え
た
移
動
が
日
常
的
に
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
の
都
市
税
制
は
、

夜
間
人
口
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
行
政
を
と
ら

え
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
中
心
都
市
（
大
都
市
）
と
周
辺
都
市
と
の
間
の
こ

う
し
た
財
政
上
の
関
係
は
「
郊
外
に
よ
る
中
心
都
市

か
ら
の
搾
取
問
題
」
と
呼
ば
れ
、
わ
が
国
だ
け
で
な

く
、
欧
米
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
理
由
に
大
都
市
の
財
政
当
局
は
、
「
大
都
市

で
受
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
周
辺
都
市
居
住

者
は
税
を
負
担
す
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
周
辺
都
市
の
財
政
当
局
は
反
論

す
る
。
「
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
た
税
源
は
大
都

市
に
集
中
し
て
い
る
し
、
周
辺
都
市
の
居
住
者
は
大

都
市
で
勤
務
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
税
ペ
ー
ス
の
拡

大
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

「
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
周
辺
都
市
が
提

供
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
勤
労
者
が
大
都
市
に
お
い

て
所
得
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
大
都
市
の
税
収
に
は
非
居
住
者
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
だ
が
、
問
題
な
の

は
、
昼
間
人
口
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
特
別
な
財

政
需
要
に
見
合
う
だ
け
の
税
源
を
大
都
市
が
与
え
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
図
ｌ
４
は
「
人
口
一

人
当
た
り
市
税
収
入
」
と
「
単
年
度
財
政
力
指
数
（
単

年
度
の
基
準
財
政
収
入
額
÷
基
準
財
政
需
要
額
）
」

と
の
関
係
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
は
札
幌
、

仙
台
、
横
浜
、
川
崎
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神

戸
、
広
島
、
北
九
州
、
福
岡
の
大
都
市
と
、
東
京
都

を
除
く
道
府
県
別
の
市
町
村
（
た
だ
し
大
都
市
は
除

く
）
の
平
均
値
で
あ
る
。

　
基
準
財
政
収
入
額
は
、
地
方
団
体
が
標
準
的
な
課

税
努
力
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
の
で
き
る
一
般
財
源
の

七
五
％
で
あ
り
、
一
方
、
基
準
財
政
需
要
額
は
、
国

が
定
め
た
標
準
的
な
行
政
を
行
う
上
で
必
要
な
一
般

財
源
の
額
で
あ
る
。
経
済
力
が
大
き
く
、
一
人
当
た

り
市
税
収
入
が
大
き
け
れ
ば
基
準
財
政
収
入
は
大
き

く
な
り
、
基
準
財
政
需
要
額
が
一
定
だ
と
す
る
な
ら
、

財
政
力
指
数
は
大
き
く
な
る
。
こ
の
点
は
、
図
中
に

プ
ロ
ッ
ト
し
た
点
が
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
を
注
意
し
て

な
が
め
る
と
、
大
都
市
が
一
般
都
市
よ
り
も
右
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ま
り
、
大
都
市
は
人
口
一
人
当
た
り
税
収
が
相

対
的
に
大
き
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
都
市
固
有
の
財

政
需
要
を
抱
え
て
い
る
た
め
に
、
回
帰
線
は
一
般
都

市
の
も
の
よ
り
も
右
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
阪
市
は
さ
ら
に
大
都
市
の
中
で
も
別
の
位
置
に
あ

図一４　１人当たり市町村税収と財政力
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り
、
き
わ
め
て
大
き
な
財
政
需
要
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
基
準
財
政
需
要
額
が
都
市
の
標
準
的
な
財
政
需
要

を
適
正
に
反
映
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の

財
政
需
要
に
見
合
っ
た
税
源
を
大
都
市
は
持
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
度
に
お
い
て
、

札
幌
、
仙
台
、
横
浜
、
川
崎
、
名
古
屋
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
広
島
、
北
九
州
、
福
岡
の
う
ち
、
地
方

交
付
税
の
不
交
付
団
体
は
川
崎
、
名
古
屋
、
大
阪
の

三
都
市
に
す
ぎ
な
い
。
経
済
力
の
大
き
い
大
都
市
で

す
ら
自
主
財
源
で
標
準
的
な
事
業
を
実
施
し
得
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
現
行
の
地
方
税
制
の
欠
陥
を
如
実

に
物
語
っ
て
い
る
。
大
都
市
税
源
の
拡
充
に
よ
っ
て
、

図
―
４
上
で
の
大
都
市
の
位
置
を
右
上
方
に
シ
フ
ト

さ
せ
、
財
政
力
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
財

源
面
で
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
、
大
都
市
が
抱
え
る

多
く
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。

　
大
都
市
圏
に
お
い
て
発
生
す
る
受
益
と
負
担
の
不

一
致
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法
が
消
費
課
税
の
導
入

で
あ
る
。
こ
れ
は
生
活
行
動
圏
内
に
お
い
て
行
わ
れ

た
消
費
活
動
に
課
税
す
る
も
の
で
あ
り
、
受
益
に
応

じ
た
負
担
を
多
少
な
り
と
も
実
現
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
だ
が
、
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
中
心
都
市
に

お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
意
思
決
定
に
周
辺

都
市
住
民
が
参
加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

負
担
は
す
る
が
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
い
の
で

は
、
財
源
が
昼
間
流
入
人
口
を
対
象
と
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
使
わ
れ
る
と
言
う
保
証
は
な
い
。
つ
ま
り
、

大
都
市
圏
に
お
け
る
財
政
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
税
制
の
改
革
と
と
も
に
、
行
政
区
域
の
広
域
化

と
い
っ
た
対
策
が
同
時
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　
わ
が
国
の
国
と
地
方
の
財
政
関
係
は
、
地
方
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
、
地
方
譲
与
税
と
い
っ
た
国
か
ら

地
方
へ
の
大
き
な
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
存
在
を

特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は

地
域
間
の
財
政
力
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
三
マ
ム
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

達
成
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
は
中
央

集
権
的
と
言
わ
れ
る
わ
が
国
の
財
政
シ
ス
テ
ム
を
形

成
す
る
根
幹
と
な
っ
て
き
た
し
、
し
か
も
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
の
存
在
は
、
各
地
方
の
住
民
が
負
担
し
て
い

る
税
と
、
財
政
支
出
に
よ
る
受
益
と
の
対
応
関
係
を

断
ち
切
り
、
「
地
域
が
自
ら
の
責
任
と
負
担
に
お
い

て
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
」
と
い
う
地

方
自
治
の
意
識
を
薄
め
る
方
向
に
働
い
て
き
た
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
大
都
市
は
国
の
財
政
活

動
に
お
い
て
お
お
む
ね
負
担
超
過
で
あ
り
、
し
か
も
、

地
方
税
は
、
大
都
市
と
し
て
の
特
別
な
財
政
需
要
を

満
た
す
に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
事
実
を
、
大
都
市
が

他
の
市
町
村
に
比
べ
て
損
を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う

に
、
損
得
勘
定
で
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を

指
摘
し
て
お
こ
う
。
損
得
で
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と

は
、
「
地
域
間
の
公
正
な
分
配
」
と
い
う
価
値
判
断

を
財
源
問
題
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
問
題
を
ま

す
ま
す
複
雑
か
つ
解
決
困
難
な
も
の
に
し
て
し
ま
う

一
特
集
・
大
都
市
と
地
方
分
権
④
大
都
市
の
財
政
構
造

お
そ
れ
が
あ
る
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
お
お
む
ね
達
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
今
日
、
問
題
は
、
む
し
ろ
受
益
と

負
担
の
対
応
関
係
と
い
う
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
分
配
問
題
と
し
て

考
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
国
と
地
方
の
財
政
関

係
を
、
効
率
的
な
資
源
配
分
あ
る
い
は
地
方
自
治
と
。

い
う
観
点
か
ら
再
構
築
し
て
い
ぐ
時
期
に
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
の
規
模
を
必
要
最

小
限
に
抑
え
、
地
方
税
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
方
の
受
益
と
負
担
と
の
対
応
関
係
を
よ
り
密
接
な

も
の
に
す
る
と
い
う
方
向
性
の
確
立
で
あ
る
。

　
最
後
に
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
大
都
市
内
部
に

お
け
る
中
心
区
と
周
辺
区
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ

て
お
こ
う
。
周
辺
区
の
住
民
か
ら
は
、
「
投
資
を
中

心
と
し
た
市
の
行
政
が
中
心
区
に
重
点
配
分
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
満
が
出
さ
れ
石
。

一
方
、
旧
住
民
か
ら
は
新
住
民
に
対
し
て
、
「
新
た

な
住
宅
開
発
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
社
会
資
本
の
整

備
に
、
ど
う
し
て
わ
れ
わ
れ
が
負
担
し
た
税
を
つ
ぎ

込
む
の
か
」
と
い
う
不
満
の
声
が
あ
が
る
。

　
こ
の
問
題
も
、
結
局
は
同
一
大
都
市
内
の
受
益
と

負
担
の
か
い
離
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
十
分
な
受
益
者
負
担
の
活
用
を
怠
っ
て
き
た
こ
と

の
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
が
、
大
都
市
部

に
お
い
て
地
区
別
に
受
益
と
負
担
を
試
算
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
配
分
と
財
源
調

達
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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